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平
成
二
十
三
年
、
卯
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

連
合
中
越
に
結
集
す
る
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
、
日
頃
よ
り
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
各
関
係
機
関
・
各
団
体
の
皆
様
に
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

歴
史
的
と
も
言
う
べ
き
政
権
交
代
が
実
現
し
て
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
政
権
交
代
は
金
融
資
本
主
義
の
暴
走
に
よ
っ
て
世
界
経
済
、
そ
し
て
日

本
経
済
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
中
で
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。 

 

新
政
権
は
「
国
民
生
活
が
第
一
」
の
下
に
、
私
達
が
兼
ね
て
か
ら
提
起
し
た
理

念
、
「
『
効
率
と
競
争
』
を
基
盤
と
す
る
社
会
」
へ
向
け
て
舵
を
切
り
ス
タ
ー
ト

と
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
今
政
治
は
ま
た
も
や
混
迷
の
中
に
入
り
込
み
、
私
達
の
期
待
は
半

減
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
デ
フ

レ
不
況
か
ら
脱
出
し
て
、
新
成
長
戦
略
と
新
福
祉
政
策
は
是
が
非
で
も
実
現
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
そ
の
実
現
を
求
め
政
府
に
実
行
を
迫
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
念
場
の
年
で
す
。 

 

一
方
、
連
合
中
越
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
希
望
と
安

心
の
社
会
を
築
こ
う
」
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

は
、
社
会
の
底
割
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
雇
用
の
確
保
・
創
出
、
政
策
制
度
の
実

現
に
全
力
を
傾
け
、
分
厚
い
中
流
層
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
分
配
の
見
直
し
と
底

上
げ
を
図
り
、
非
正
規
労
働
者
、
中
小
零
細
企
業
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
「
地
域
に
根
差
し
た
顔
の
見
え
る
運
動
」
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
、
地
域
生
活
者
が
抱
え
る
問
題
へ
の
対
応
を
強
化
し
、
地
域
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

労
働
組
合
は
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
組
織
拡
大
に
力
を

込
め
、
労
働
者
代
表
制
の
法
制
化
や
会
社
法
の
見
直
し
、
日
本
社
会
全
体
で
集
団

的
労
使
関
係
を
再
構
築
す
る
突
破
口
と
な
る
べ
く
運
動
の
推
進
に
心
血
を
注
い
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

目
標
と
す
る
日
本
一
の
地
協
を
目
指
し
、
連
合
中
越
は
昨
年
以
上
に
社
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
広
く
社
会
に
目
を
向
け
、
公
正
な
社
会
づ
く
り
の
活
動
に

よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
結
果
を
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す 

平
成
二
十
三
年
も
課
題
山
積
の
年
で
す
が
、
怯
ま
ず
奢
ら
ず
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
「
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉
型
社
会

の
実
現
」
へ
向
け
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

あ
け
ま
し
て 
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 新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。 
 昨年10月の市長選挙で、皆様から多くのご支持をいただき、三期目
の市政のかじ取りをさせていただくことになりました。今まで私の取
り組んできた「見附を変える」チャレンジが共感を得たものと思い、
自信を持ってこれからの市政運営に臨むとともに、皆様の期待に応え
るべく、もう一度気持ちを引き締めていこうと年頭の決意をしたとこ
ろです。 

 さて、昨年６月、スイスのダボスで開催された国連世界気象機関(ＷＭＯ)の主催する会議で、私は水害の体験を基調講演で発表
する機会をいただきました。この会議に出席するのは政治家としては初めてとのことで、重い責任を感じましたが、災害時の首長
としての行動、見附市の災害を教訓にした防災・減災への取り組みを何とか話してまいりました。さまざまな国から集まった聴衆
からは大きな関心を持たれたようで、見附の取り組みについてあれこれ質問を受けました。英語でのやり取りのため細かいニュア
ンスまではうまく伝わったかどうかわかりませんが、私たち見附市の取り組みは、大いに誇れるものであると強く感じた出来事で
した。 

また昨年は、見附の「市民力」「地域力」の大きさを実感することがたいへん多くありました。 
11月に行った、市外の方に見附の魅力を発見してもらう事業「いいとこ見つけ隊」では、ほとんどの参加者の方から「地元の人

たちとの交流が素晴らしかった。感動した」という反響をいただきました。交流を担当した上北谷地区の皆さんから本当に一生懸
命支援していただきました。そのほかにも、コシヒカリオーナー制度でご尽力いただいた鳥屋脇町生産組合の皆さん、みつけイン
グリッシュガーデンの草花を世話していただいているナチュラルガーデンクラブの皆さんをはじめ、さまざまな場面で市民の皆さ
んの活躍が見附を盛り上げていただいていることを強く感じました。 

現在、５つの地区で地域コミュニティ組織が立ち上がり、地域の特性を生かした活動が行われています。さらにコミュニティ組
織設立の準備に向けて機運が盛り上がっている地域もあり、今後も地域から発信する元気が見附を明るくしてくれるものと期待し
ているところです。引き続き、市民の皆さんが潜在的に持つ力を十分に発揮できるようなまちを目指し、「市民参加」「市民との
協働」のまちづくりに力を入れてまいりたいと思います。 
 依然として先が見えない経済状況でありますが、少なくとも見附だけはどんどん元気になっていく。そんな気持ちで本年も、市
民の皆さんと一緒に歩んでいきたいと考えております。 

 

  
新 年 の ご あ いさ つ  

見附市長 久住 時男 

 明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申

し上げます。 

 長引く円高やデフレの影響を受け、依然、厳しい経済情勢が

続いており、特に雇用においては、未来を担う若者の就職がか

つてないほど厳しい状況となっております。長岡市は、本年も

引き続き、経済・雇用対策を最優先課題として取り組み、まち

の活力を一層高める政策に取り組んでまいります。 

さて、このように喫緊の課題である経済対策や地域雇用の下支えにしっかりと取り組むと同時に、長岡の将来に向けた布石を

打つことも重要です。長岡市では今、「長岡花火」や「米百俵」をはじめとする長岡のまちの魅力を全国に発信し、新たな文化や

産業の創造につなげるシティプロモーションに取り組んでおります。長岡という都市のブランド力を高め、市民の皆さんが一層、

ふるさと長岡を誇りに思えるまちづくりを進めてまいります。 

本年、その第一弾となるのが、２月に開催するエンジン01文化戦略会議「オープンカレッジin長岡」です。130名もの著名文化

人と延べ１万４千人の市民との交流を通して、長岡のまちの魅力を全国にアピールしてまいります。 

続く３月には、教育・平和交流を進めてきたホノルル市に親善訪問団を派遣し、現地で長岡花火を打ち上げます。ホノルル市

民の皆さんが長岡市民の平和への思いを直に感じ取り、理解していただくことを切に願っております。 

一方、大手通中央地区の再開発が６月中には完了します。この再開発ビルを活用した、学びと交流の拠点「まちなかキャンパ

ス長岡」も秋には開校し、中心市街地活性化のはずみとなることを期待しています。 

そして平成24年１月には、屋根付き広場・アリーナ・市庁舎が一体となったシティホールプラザ「アオーレ長岡」がいよいよ

オープンします。現在、様々な市民活動団体からなる検討組織を中心に、その活用について検討しています。例えば、市民の自由

な発想を活かすイベント、地域の交流と魅力を発信する事業、そして東京でしか見ることができなかったコンサートやプロスポー

ツなど、このアオーレ長岡を拠点として、賑わいやハレの場を創出し、「市民協働の長岡モデル」を全国に発信してまいります。 

本年が皆様にとって幸多い年となるよう心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶といたします。  

 

 長岡の魅力を全国に発信し 

 市民の誇りをさらに高める年に 

長岡市長 森 民夫 

新年明けましておめでとうございます。  
営利を目的としない金融機関＜ろうきん＞私達の使命は、はたらく人の生活応援です。 

ろうきん長岡支店 ℡0258-33-6318 長岡北支店 ℡0258-34-5010 




